サロマングレー(2003年サロマ湖ウルトラマラソン)

でんでんむし

始めに…
　初めてサロマ湖ウルトラマラソンの存在を知った時、自分とは縁の無いものだと思った。その時のウルトラマラソンに対する印象は「なんて物好きな大会だ」だった。まだその時はフルも走ったことがなかったので、無理もないだろう。しかし2001年のホノルルで初マラソンを経験し、長い距離の大会に興味を持ち始めた時から徐々に意識は変わっていった。サロマに惹かれ始めた決定的要因は…大げさなことではなく、単に2002年大会のポスターを見たことだった。そこには真っ青なサロマ湖の湖面が写っていた。それは本当にきれいな青で、サロマンブルーと形容されることを知った。「いつかはこれに出てみたいな…」そう思い始めた。

　この想いは、サムズアップに入ったことで実現した。2002年のサロマを走ったT.Kさんのレポートを読み、また今年も参加するつもりだと知って、「いつかは…」ではなく、「今」やろうと決心したのだった(今年の1月ごろだったかな)。その時点でのフルの経験は2回。もちろんそれ以上の距離は走ったことは無かった。その経歴でサロマに挑戦するのは少々無謀にも思えたが、本番までの時間を考えて不可能ではないかな…と思った。

　それからの約半年のランニングはサロマを意識したものとなった。走る距離・ペース・フォームから、使うシューズや持つ装備に至るまで、サロマで完走することを考えて決めた。経験者の方々の話を聞いたり、雑誌を見たり、攻略ビデオを借りたりもした。そうして2003年の6月29日、第18回サロマ湖ウルトラマラソンのスタートラインに2133人の中の1人として立つことになった。

●スタート～10km

　想像だにしなかった小雨の中でのスタート。少々寒い(大会発表では11℃)。大会直前の調整失敗で不安な気持ちのままスタートに着いていた。そんなことは今までも多々あったが、今回は距離が距離だけにその不安は大きかった。
　とにかく、やるしかない。その気持ちを新たにした。共に100kmに挑むT.Kさん、R555さん、トミーさん、としおさんと一緒に写真撮影。そのままカウントダウンが始まり、そしてスタート。いよいよ長い長い旅がはじまった。
　走り始めはT.KさんやR555さんと大体同じ位置にいた。自分としては押さえ気味のペースのつもりだった。しかししばらく走ったところで心拍計を見ると既に心拍が160近くまで上がっていた。レースで緊張していることを差し引いてもかなり高い。仕方なくペースダウン。T.KさんとR555さんが小雨に霞む前方に消えていった...。
　10kmの直前でトイレストップ。道から外れた藪の中の仮設トイレを利用した。ここで順番待ちをしている時に、藪の中でしきりに嘔吐している人を発見。何度も吐き、かなり苦しそう。しばらくしてヨロヨロと藪の中から出てきたその人の胸には青いナンバーカードが...。サロマンブルーメンバーだ。こんな序盤にそんな状態になって大丈夫？と思いながら、その人の背中を見送った。レース後分かったことだが、このヒトは昨年までの17回大会中、16回も完走した大ベテランだった。今年完走が果たせたか、非常に気になる。(追記：結果検索をしたところ、12時間40分で完走していました！あんなに状態で90kmも走ったなんてスゴイ！これがサロマンブルーの底力か…)

●～42.195km
　最初の折り返しポイントである竜宮台を通過し、来た道を引き返す。その時にすれ違う人の数は既にかなり少なくなっていた。その人の数から自分の位置が相当後ろの方であることが分かった。10kmの通過タイムは1時間13分だった。目標とするキロ6分ペースから大きく遅れていた。トイレでかなり時間をロスしたのが痛い。しかしここで焦ってペースアップすると自滅することが確実だったので、心拍が150を超えないように気持ちを抑えつつ走った。
　20km通過は2時間13分。ちょうどこの10kmは60分で、キロ6分ペース。20km以降は心拍を160まで許容することにした。それは、そろそろ心拍150以下を維持するのが難しくなってきたということもある。25km地点。脚の重さはそのかなり前から感じていたが、このあたりでいよいよ苦しさを自覚し始めた。実質的にここからが我慢の走りのスタートとなった。（ちょっと早すぎる…?!）心拍数は既に160前後。長丁場のレースであることを考えると、これ以上は上げられないな、と思った。

　35km過ぎで国道に出る。このあたりは交通規制をしていないので路側帯を走る。こういう細いところを走ると、どうしても前後のランナーに気をつかってしまう。少々走りづらかった。前の人を追い越す時は後ろからのクルマに気をつけないといけないし…。しかしそんな状況も40km過ぎまで。40kmのエイドを通過してしばらく行くと、国道から外れてサロマ湖方向へ左折。国道が登り坂に差し掛かる直前だった。前日この道をクルマで走った時に、トミーさんが「あーこの坂、登らんでもいいんやー」と言っていたのを思い出した。

左折してサロマ湖と再会(最初の竜宮台への往復で既にご対面はすんでいたので)。相変わらず湖面はグレー…。思い描いていたサロマンブルーはどこにいったの？　程なくフルマラソン地点(42.195km)を通過。ここに定点カメラがあることは知っていたが、あまり余裕がなかったので無愛想に通った気がする。(ビデオでは仏頂面で映っているんだろうな…)　しばらく行った先に応援者の団体が居た。ここにK枝さんが居るはずだったが、見つけられなかった。後で聞くとボクが通過する直前にバスが出る時間になってしまい、仕方なく出発していたとのこと。気を取り直して先に進む。程なくして再び国道に戻った。

　話は逸れるが、心配していた胃腸に関してはここまで全く異常なし。それが良い材料だった。やはり「消化に良いものを少しずつ頻繁にとる」作戦は成功。これまで全てのエイドで何かしらの食べ物を少しだけとり、水分もコップ一杯+αをチビチビとっていた。気温が低めだったので、保温のために腹部にたっぷりワセリンを塗っていたのも良かったのかもしれない。あとこれは走っている時に気付いたのだが、通常のレースよりも運動強度が低めであるために、いつもは筋肉の方に優先して流れていた血液が内臓の方にもまわってくれて、消化不良を起こしていなかったのではないだろうか…。

●～74km

　再び国道を走るようになってから気持ちの中で意識したのは55km地点の緑館。とりあえずここまでたどり着くことを考えた。このあたりからコース上で最もアップダウンが続く。我慢の走りが続いた。

そうこうしているうちに積み木のような屋根をした緑館に到着。到着早々、K枝さんに発見される。今しがたT.KさんとR555さんが出発したとのこと。よーし、休憩もそこそこにして二人に追いつくぞーと思ったものの、なんやかんやで結局ここを出発するまで17分もかかってしまった。休憩の1分ってなんて短いのだろう…。とりあえずここでワセリン(腹部)とディクトン(胸部)を塗り直し、給水・給食(ホタテおにぎりが美味だった！)をとり、トイレをすませた。あと、T.Kさんに以前貰ったチタンローションを膝下に塗ったかな。ここまでのアップダウンの下りで相当膝にきていたので…。ウェアは変えなかった。シューズはそもそも替えを持ってこなかった…。

　思いのほか時間をくって少々焦ったが、K枝さんのアドバイス通り、緑館を出てすぐの上り坂は、歩いた。走ってくるランナーにドンドン抜かされても、歩いた。登りが一段落したあたりでラン再開。後半戦のスタートだ。気合を入れ直した。(ちなみに今回のレースで歩いたのはこの緑館を出発した直後とエイド区間、そしてトイレの前後だけ。元々歩くのはあまり好きではないので、登りで苦しくなった時でも一応走った。でもそれが良い結果になったのかどうかは…分からない。まあ、自分なりの走りに対するポリシーかな)

　緑館から先は基本的に下りが多く、脚は悲鳴をあげていたが、とにかく痛めないように慎重に歩を進めた。またまたサロマ湖近くを通る道に入って、しばらく行くと65km地点のスペシャルエイドステーション。今回、自分専用のスペシャルドリンクを置ける30km,65km,80kmの三つのエイドのうち、後半の二つにビタミンCとクエン酸の微炭酸飲料を置いた。この65kmステーションで1個目のスペシャルをチャージ。微炭酸が胃を刺激しないかと不安になったが(神経質？でもそれくらいボクの胃は弱いのです…)、問題なし。気分も心なしかスキッとした気がする。さていよいよキムアネップの森、通称“魔女の森”へ。自分としてはここがコース上最も気に入ったポイントとなった(有名なワッカよりも)。道の両側の木々がとても良い雰囲気だった。元気な状態でサイクリングなんぞしたら、さぞかし気持ちが良かっただろう。

　ちょうどこのあたりで一つの発見をする。心拍数が落ち着いていたことだ。久しく心拍計をチェックしていなかったのだが、このあたりでチラッと見てみたら140台まで落ちていた。ちょっと驚いた。脚の痛さ・重さに意識が集中していて気付かなかったのだろう。足は(筋肉は)疲労気味だが、カラダはまだ元気。よーし、それならということで、ピッチを少しだけ上げてペースアップを図ることにした。ただし徐々に。様子を見ながら。結果としてこれは良い結果になったと思う。さほど苦もなく(苦しいと言えばもともと苦しいのだが…)、前の人を抜かす事が多くなった。

　しかしこの快調さも長くは続かなかった。お汁粉サービスで有名な東急リゾートが間近に迫った70km過ぎ、異変に気付いた。一歩ごとにズーン、ズーンとした傷みが足裏全体に広がる。足裏がそんな風に痛くなったことは今まで経験がなかった。走り方・体重のかけ方を微妙に変えて、なんとかごまかそうとしたが、イマイチ効果がない。これまで脚が痛くても、「なんとかならんかなー」と受け流すことができていたが、ここにきてそう思う余裕もなくなってきた。この新手の傷みが精神力の方まで削り始めたらしい。お汁粉までがやたら遠かった。

●～80km

　74km地点の東急リゾートに到着。すぐにK枝さんに見つけてもらった。ちょうどR555さんも居た。追いついたのは嬉しい。T.Kさんは既に出発したとのこと。ここでお汁粉の他、ポタージュスープ・温ソーメンをいただく。少々寒いこの日にはありがたかった。これがアンオフィシャルの私設エイドだなんて信じられない。ただただ感謝です。そのうちR555さんが出発。「追いついてくださいね」というセリフを残して。それに対してハイ、と応えたものの、足裏の状態からこれから先の走りは非常に厳しくなることが予想された。不安な気持ちだった。

　ストレッチをして出発。やはり足裏の痛みは治まることはなかった。すぐにでも立ち止まりたくなるような痛み。この状態であと25km…。気が遠くなりかけた。別のことを考えて気を紛らわせようとするが、それもなかなかできない。とりあえず80km地点のワッカ原生花園の入り口に辿り着くことだけを考えることにした。K枝さんの「ここのお汁粉を食べるとワッカで元気になれる」の言葉を妙に信じたい気分だった。そして以前T.Kさんから借りたサロマ攻略ビデオの中でベテランウルトラランナーの丹代さんが言っていた言葉を思い出した。「ここまで来たら、苦しくて当たり前」。単純な言葉だが、心の拠り所になったと思う。苦しくて当たり前…。苦しくて当たり前…。(以後300回リピート)

　うつむき気味に黙々と走り、ワッカの入り口に到着。ワッカ原生花園はオホーツク海とサロマ湖の間に挟まれた細長い岬のようなところで、その細長い道に沿った片道約9kmの往復コースとなっている。入り口が80km地点で、そこからゴールから遠ざかる方向に走っていって、同じ道を引き返し、同じ所に戻ってくる。そこはもう98km地点。ゴールまではわずか2km。行きと帰りで、なんと心境が変わることか...。「行きは鬼の形相になり、帰りは仏の顔になる」という言葉があるのも分かる。ワッカの入り口に到着したちょうどその時、「丹代さーん」の声が。顔を上げると、まさに丹代さんがワッカから出て行くところだった。丹代さんはあと2kmか…。ボクはあと20km…。しかしそんなことを考えても仕方ない。気を取り直し、エイドで最後のスペシャルドリンクをとり、ワッカに入った。

●～ゴール

　入ってすぐにとんでもない登り坂が待ち構えていた(少なくともこの時の自分にとっては)。　そう言えば去年のT.Kさんのレポートでもそんなことが書かれていたっけ…。ほとんど歩くようなスピードで、もがきながら登る。ふざけた坂だ…。ワッカの行きは朦朧として惰性で進んでいたような気がする。ここで50kmの部に参加していたhiroさんとすれ違った。折り返し近くでR555さんともすれ違った。(T.Kさんとは結局最後まで会うことはなかった)　

　折り返しを回り、ゴールの方向を向いた時、少し生き返ったような気がした。これが「仏の顔」の心境?!　90km地点通過が10時間29分。ペースはキロ7分となっていた。レースの中盤以降、タイムを意識していて12時間を切ることを目標としていたのだが、ここにきて、11時間40分を切れそうだと分かった。もうトイレに寄らずにすみそうだし、エイドであと一回だけ水を摂るだけで良いだろう…。よーし、やったる。落ちたピッチをムリヤリ上げた。帰り道、名物ウルトラランナーのじゅんこさんとすれ違った。単独走で、いつものおしゃべりしている元気な姿とは大違いの厳しい表情だった。じゅんこさんは攻略ビデオの中で「(ウルトラマラソンでは)ちょっとだけムリをするのよ」と言っていた。ボクはこの「ちょっとだけムリをする」という言葉が気に入っていた。そしてこの時、今がその「ムリをする」時だと思っていた。

　行きでスペシャルを摂ったエイドを通過。エイドの高校生が最後の声援を送ってくれる。あと2km。ゴールまで本当にあとわずか！…しかしここでペースがガクンと落ちた。気持ちにカツを入れるが、足がいうことをきかない。折りしも先にゴールしたhiroさんが声援を送ってくれたが、充分に応えられず。やはりオーバーペースだったか…。しかしそれは覚悟の上。あとは気持ちよくゴールするだけ。幸い11時間40分は確実に切れそうな状況。周囲は拍手と「おめでとう」の声。苦しい時に夢見たゴールがすぐそこに迫っていることをかみ締めながら、ゴールの常呂町民センターの入り口を右に曲がって入っていった。

　…ゴールゲートをくぐった時は、以前からの念願通り、駆け抜けながらのガッツポーズだった(感激のあまり俯いてしまったが…)。町民センターに入った時、先にゴールしたR555さんから声を掛けられたのをトリガーに、最後の力を振り絞ってゴールに向かって突っ走った。あの瞬間の感覚はずっと味わっていたいなあ…。100km走ってきたからこそ、あの感覚を味わうことができるのだと思う。

　ともあれ、レースは終わった。タイムは11時間35分05秒(グロス)。最後の10kmはキロ6分36秒で走った計算になる。全力でそんなペース?!　ウルトラって恐ろしい…。カラダへのダメージは当然大きく、なかでも足裏は体重をかけるだけでも痛かった(立っているのも辛い)。食事をもらったり、マッサージを受けに行ったりするのが大変だった。この疲労がぬけ、痛みが治まるのに結局2週間かかった。しかし完走という一番の目標を達成し、大満足だった。内容的にも全力を尽くしたと思う。

最後に…
　今回の大会を振り返ってみると、一番印象に残ったのは、景色でも、周りのランナーでも、脚の痛みでもない。ボランティアの高校生だった。彼ら・彼女らのサポートは本当にひたむきで純真だった。あの真っ直ぐな眼差しは忘れられない。「ガンバです！」、「完走できるお水でーす！」　彼ら・彼女らに対する感謝の気持ちは何と言っていいか分からない。ボクが○○年後にウチの会社の人事に居て、湧別町・佐呂間町・常呂町出身の学生が面接に来たとしたら、採用のハンコを押します。それくらい素晴らしい人達だと思う。

　またあの高校生達に会いたいな。そして今度こそサロマンブルーを見たいな。…って、これって来年の参加表明…???

　さてさて、どうなることでしょう…。

おしまい

おまけ

●サロマまでに参加した長距離の大会・イベント

03/01　湘南マラニック(55km)

03/22　TOKYOエンデューロ(4時間; 自転車)

04/20　小笠・掛川マラソン(42.195km)

05/03　箱根外輪山マラニック(6時間)

05/11　皇居チャレンジ(50km)


●装備
　当日は小雨が降る寒い天候だったので、

長袖シャツ＋ハーフタイツ＋手袋
　さらにビニール袋をかぶった (途中でビニールは脱いだ)。あとはボトルがささるウエストポーチを携帯し、そのポケットに以下の物も入れておいた。

アミノ酸、クエン酸、塩、バンドエイド、ワセリン、

e-ウォーター(チタンローション)、ポケットティッシュ
　塩やワセリンは旅行用のピルケースに小分けにしておいた。
